
市民プロジェクト

さいたま市に点在する、「盆栽」「漫画」「人形」
「鉄道」をテーマにした施設をアートでつなぐプ

ロジェクト。アーティストの角 文平、市川 平が大
宮盆栽美術館、漫画会館、岩槻人形博物館、鉄
道博物館で新作を発表し、施設間の「道（コー
ス）」も複数の作家たちが手掛ける自転車や車が
アート化。芸術祭開催中は、ガイドアーティスト
が「ART-Chari」でコースを引率するイベントも
予定。イメージは、いくつもの星を渡り歩き、さ
まざまな出会いを経験していく『星の王子さま』。
来場者をさいたまの ”文化の星 ” をめぐるアート
の旅に誘う。

さいたまの文化の星をつなぐ
「アーツさいたま・きたまち」

●市民プロジェクト・キュレーターによるプログラム

CARt Camp&Caravan @さいたまトリエンナーレ２０１６（2016 年11月）

飯島浩二　IIJIMA Koji

市民プロジェクト・キュレーター
1973年、神奈川県生まれ。武蔵野美術大学卒業と同時に作家活動を始める。横浜中華街に「牙狼
画廊」を開設し、アメリカでは「Gallery Popkiller」のプロデュースに携わり、日米交換プログラムを展
開。5年のアメリカ滞在を経て、2011年に帰国。大宮にてNPO法人コンテンポラリーアートジャパ
ンの理事として「CAJ. Artist in Residence」「アーツさいたま・きたまちフェスタ」を手掛ける。また、
プロ格闘家としても活動。総合格闘技の世界チャンピオンを輩出するなど選手育成にも携わる。

「さいたま市文化施設 味変企画
〈市内文化施設に現代アートのスパイスを〉」

10/7（土）～ 25（水）
＊鉄道博物館のみ
10/11（水）～ 30（月）
大宮盆栽美術館、漫画会館、岩槻人形博物
館、鉄道博物館にて、各館のテーマである

「盆栽」「漫画」「人形」「鉄道」を題材にアー
ティストの角 文平、市川 平が新作を展示。

 「CARt-SAITAMA 2023」
「味変企画」の複数の展示会場を結ぶ道をアートカーで走行。

 ［参加作家］飯島浩二／市川 平／上野雄次／岡本光博／カッパ師匠／李旭＆細井えみか 
ほか

 「ART-Chari 2023」
ガイドアーティストが、“ART-Chari” でさいたま市内に点在する展示会場へと引率。
 ［参加作家］阿目虎南／飯島浩二／市川 平／牛島達治／大野公士／久野彩子／佐藤時啓／
 佐塚真啓／樋口保喜／shin-sei&ONIGIRI

 「さいたまアーティスト・イン・レジデンスプログラム①岩槻プログラム」
 岩槻区のアートスペース「space 845」で滞在制作を行ったアーティストたちが、岩槻人形博
 物館で作品を発表。
 ［参加作家］コン・シデン／阿目虎南
 ［ゲストパフォーマー］谷口 舞
 ［コーディネーター］利根川兼一

 「さいたまアーティスト・イン・レジデンスプログラム② CAJ-AIRプログラム」
 西区のアートスペース「CAJ-AIR」が「味変企画」「CARt-SAITAMA 2023」「ART-Chari 2023」
 に参加するアーティストたちの滞在拠点に。作品メンテナンスや会議などアーティスト
 たちの日常を公開。

イベントプログラム

展覧会プログラム



市民プロジェクト

「創発 in さいたま」は、さいたま市内で活動する画廊や美術家
に声をかけ、ふだんバラバラに行われている展覧会が一堂に
会するというもの。2008 年、都内で展覧会を行うさいたま県
内の美術家たちに声をかけ、県内で一斉に行ったプロジェクト
がその原点にある。その後、「美術と街巡り・浦和」（2016 ～）、

「美術と街巡り事業」（2020）の継続を経て、今回のプログラムが
実現した。「創発 in さいたま」では市内14 ヵ所の画廊や公共
施設等で展覧会が行われる。

まちの創造力が浮かび上がる「創発 in さいたま」

●市民プロジェクト・キュレーターによるプログラム

●『ONVO SALON × Gallery Pepin －今月の１枚－#36 柳早苗』 
	 ［柳早苗］
	 10/1（日）～12/26（火） ONVO SALON URAWA　
●『ko-u-ki-shi-n「まだ見ぬ、わたしたち」』 
	 ［ko-u-ki-shi-n］
	 10/7（土）～ 29（日） STAND COFFEEコトコトGallery- Ⓑ　
●『チャ・スンオン展』 
	 ［チャ・スンオン］ 
	 10/7（土）～15（日） つきのみちくさ　
●『またお会いしましょう－対極を超えて』
	 ［奥村拓郎／熊谷美奈子／倉石文雄／塩﨑由美子／須惠朋子／高草木裕子／
	 高島芳幸／田口輝彦／田中宏美／中村真理／長谷川隆子／平丸陽子／藤原京子／
	 古澤優子／村山之都／渡辺 伸（16 名）］ 
	 10/7（土）～15（日） 埼玉会館第1・2 展示室　
●『埼玉会館エスプラナード展 2023』
	 ［石上城行／尾形勝義／香月人美／高島芳幸／高田芳樹／田中千鶴子／中村幸子／
	 橋本真之／細川麻実子／本多真理子／松枝美奈子／むー村井知之／柳井嗣雄（13名）］
	 10/7（土）～11/5（日） 埼玉会館エスプラナード他　
●『宮嶋結香展』
	 ［宮嶋結香］ 
	 10/7（土）～28（土） 柳沢画廊　
●『国際野外の表現展秋ヶ瀬 2023』 
	 ［赤松 功／秋山秀馬／イ・ソンジュ／イイジマフヒト／石坂孝雄／大矢りか／小野寺優元／
	 木村勝明／児玉士洋／小林ナオコ／長野真紀子／沼田直英／根木山和子／望月月玲／
	 山﨑美樹（15 名）］ 
	 10/7（土）～17（火） 秋ヶ瀬公園／プラザウエスト・ギャラリー　
●『MOYAN「周縁の身体」展』 
	 ［MOYAN］
	 10/7（土）～11/4（土） 氷川参道ギャラリー　
●『Women’s Lives 女たちは生きているー病い、老い、死、そして再生』 
	 ［一条美由紀／菅 実花／岸かおる／地主麻衣子／須惠朋子／本間メイ／松下誠子／
	 山岡さ希子（8 名）］
	 10/9（月祝）～22（日） プラザノース・ノースギャラリー　
●『てれどろ2023』 
	 ［吉武道多］ 
	 10/12（木）～29（日） ギャラリー健　
●『安部典子展』 
	 ［安部典子］ 
	 11/6（月）～19（日） ギャラリー彩光舎　

展覧会プログラム

松永 康　MATSUNAGA Ko

市民プロジェクト・キュレーター
1957年、埼玉県生まれ。アート・コーディネーター。武蔵野美術大学卒業後、埼玉県立近代美術館
学芸員、国際芸術センター青森総括主任学芸員、横浜美術短期大学（現・横浜美術大学）非常勤講師
を経て、現在、N P O 法 人コンテンポラリーアートジャパン理事、武蔵 野美術大学非常勤講
師。「さいたま美術家展〈創発〉プロジェクト」（2008）、「美術と街巡り・浦和」（2016）、「美術と街巡
り事業」（2020）を展開。

●『2023CAF ネビュラ展－埼玉前衛からCAF ネビュラへ』 
	 ［青木孝子／青木俊子／赤松 功／荒井喜好／新井知生／井崎聖子／伊藤克広／
	 犬飼三千子／イマイ惠子／上田貞子／植野智子／ウチダミズホ／大嶌 幹／大島由美子／
	 大西房子／奥野由利／尾﨑ゆみ／小澤はるみ／小田原佳美／おづたかし／
	 小野寺恵美／小野寺優元／鹿島 寛／菅野美榮／木島隆夫／金原京子／倉藤紀子／
	 小金富美子／五嶋 稔／古山由樹／齋藤英和／五月女幸雄／坂谷和夫／坂本伸市／
	 佐藤淳一／佐藤洋子／重村三雄／菅野純子／硯川秀人／硯川有紀／清野光男／
	 高木康夫／鷹啄榮峰／髙𣘺輝夫／鷹嘴 直／髙山典子／田島和子／田島 環／
	 圡田香奈子／鶴巻美智子／徳永陶子／豊島淳子／クレール・ド・シャヴァニャック／
	 中川知美／長沢晋一／中嶋令惠／永田ケイ子／仲野 真／中村齋子／中谷れい子／
	 中吉京子／新居妙子／野口眞木雄／野口真理／野原一郎／萩原万里子／幡谷フミコ／
	 早川由利子／林 正彦／平野雅子／広瀬弘子／藤下 覚／藤原洋次郎／星 晃／
	 星加民雄／穂積穀重／本田貴侶／松尾一男／松丸健治／松本安良／南 照子／
	 峰岡 順／宮下 泉／百瀬裕明／森田順子／森本恭代／安田 淳／やはた文明／
	 山本和子／ゆうこ･ゆう／よだみちよ／渡辺武郎（92 名）］ 
	 11/1（水）～12（日） 埼玉県立近代美術館一般展示室　
●『斉藤真起個展「雨さえ明るい」』 
	 ［斎藤真起］ 
	 11/1（水）～19（日） STAND COFFEEコトコトGallery- Ⓑ　
●『木村真由美展』 
	 ［木村真由美］ 11/11（土）～12/2（土） 柳沢画廊　
●『宇野之雅展』 
	 ［宇野之雅］ 11/11（土）〜12/9（土） 氷川参道ギャラリー　
●『金沢健一　延長線上のマリオネット』 
	 ［金沢健一］ 
	 11/16（木）～26（日） さいたま市文化センター　
●『白昼の不安と憂鬱』 
	 ［勝又豊子／小林雅子／永原トミヒロ］
	 11/22（水）～12/3（日） プラザノース・ノースギャラリー　
●『高草木裕子展　タカ・タカ・タカ』 
	 ［高草木裕子］ 
	 11/29（水）～12/10（日） STAND COFFEEコトコトGallery- Ⓑ　
●『アートミーティングatさいたま国際芸術祭』 
	 ［石塚 亮／今井真由子／齋藤裕一／佐久間竜斗／佐々木省伍／柴田鋭一／杉浦 篤／
	 杉浦公治／田中勝彦／土田 学／手塚里美／松島菜月／宮川佑理子（13 名）］
	 11/29（水）〜12/3（日） 埼玉県立近代美術館一般展示室　
●『素描展―エル・ポエタ教室講師による―』
	 ［青木美和／新井 隆／上田耕造／大久保佳代子／小野月世／コヤマ大輔／張学平／
	 中井昭一／山根さちえ／横島庄司（10 名）］
	 12/1（金）～9（土）Galleryエル・ポエタ



市民プロジェクト

さいたま国際芸術祭の「共につくる、参加する」というコンセプトのもと、アーティストや団体等による、
テーマ「わたしたち」を踏まえた市内で展開する文化芸術活動を公募。61件の応募から7 事業を選出。
※各事業内容等の最新情報は随時更新。詳細は公式 Webサイトへ。

 ［公募プログラム審査員］
芹沢高志（審査員長／さいたま国際
芸術祭２０２３プロデューサー）、大越
久子（埼玉県立近代美術館学芸員）、滝
口明子（うらわ美術館学芸員）、遠山
昇司（さいたま国際芸術祭２０２０ディ
レクター）、久野敦子（公益財団法人
セゾン文化財団常任理事）、川田泰則

（さいたま国際芸術祭２０２３事務局
長）、森 隆一郎（アーツカウンシルさ
いたまプログラムディレクター）

「アートへのはじめのいっぽ！行っ
てみよう！さいたま国際芸術祭【子
ども向けアート鑑賞会】」

大宮こども部

10月下旬～11月末

会場｜芸術祭会場

子ども対象の対話型鑑賞ツアー。楽
しみ方や過ごし方を知り、鑑賞を楽し
む場をつくる。多様な表現を多角的
に感じることで「アートへの入り口」と
なるよう芸術鑑賞への間口を広げる。

「しまった写真展（仮）」

hash out project

10/14（土）〜 11/12（日）

会場｜未定

携帯で勝手に撮れてしまった写真を
ヴァナキュラー写真と仮定し、来場者
からデータ内の写真を集めその場で
印刷・展示。壁等に自由に貼り付けて
もらい会場自体が作品となる。ZINE
制作体験等も実施。

「写真ワークショップ『ふぉっと見
沼る？』」・「作品展『見沼の愛』」

田島 均

10/11（水）〜 11/11（土）

※ワークショップは期間中1日実施。
　開催日は未定（10月開催）

会場｜コンドウハウスKonキッチン

見沼を撮影スポットにした市民参加型
のワークショップ。参加者が発見した
見沼の良さを撮影し写真を使った作
品を制作。同時に、見沼の自然を中
心とした作品を展示した「見沼の愛」
展を開催。

「和紙障子プロジェクションマッピ
ング『大宮曼荼羅』」

坂根大悟

11/23（木）〜 26（日）

会場｜盆栽四季の家

裏側に投影光を透過しない和紙障子に
映すプロジェクションマッピング。表
にはさいたま市の歴史や文化を、裏に
は現代のさいたま市のイメージをコ
ラージュ映像として投影。

「In our homeland（仮）」

名取萌音

11月中の2日間

会場｜未定

低空エアリアルユニット「窓」による物
語をベースとしたサーカス的パフォー
マンス作品。公園内に吊り具を設置
し、一定のエリアをめぐる移動型の作
品を上演する。年齢に関わらず楽し
める鑑賞体験。

「シャボン da さいたま～レンズの
向こうのわたしとワタシ～」

チームシャボン

11/3（土）～ 12/10（日）のうち、金・
土・日・祝日開催

会場｜STUDIO・45

シャボン⽟を自分に重ね、カメラで「わ
たし」が「ワタシ」（シャボン⽟）を写す。
来場者が 撮 影した作品を会場内に
展示する参加型インスタレーション。
シャボン玉をつくるワークショップ等
も開催。

「さいたま市民らと創る映画『沼影
プール』in さいたま市 協働制作
～公開プロジェクト」

ハイドロブラスト

出演者募集 7月、ワークショップ・
撮影 8 〜 9 月、 上映会12 月

会場｜
映画制作の主な拠点：さいたま市内
上映：浦和コミュニティセンター
閉鎖・解体が決定している沼影市民プー
ルを主なロケ地とし、「死の受容のプロ
セス」を提唱するキュープラー・ロスの
著書を参照しながら、「再開発」をテー
マとした映画制作を市民らと共に行う。

さいたま国際芸術祭市民サポーターは、2016 年の第1回
開催から継続的に活動している。芸術祭を契機に出会っ
た多様な人々が、芸術祭を支援しともにつくりあげる。月
例で行う情報交換・交流の場のサポーターミーティングを
はじめ、アーティストへの協力、市内文化芸術に関する調
査などの自主的な活動を通じて、自由な発想でコミュティ
を拡大・継続させる。

「全国芸術祭サポーターズミーティング inさいたま」開催

全国各地で開催される芸術祭におけるサポーター（ボランティア）
活動を担う者同士が一堂に会し、交流する。さいたまの芸術
祭の楽しみ方を伝え、各地のサポーターの意義やあり方をと
もに考えることで、サポーター活動をさらに発展させる。

開催日｜11/4（土）

市民サポーター

●応援プロジェクト ●市民サポーター●公募プログラム

公募プログラム

本芸術祭の開催趣旨に賛同し、テーマである「わたしたち」を踏まえた
文化芸術に関連した事業を認証し、広報活動の相互協力を行う。

応援プロジェクト



連携プロジェクト

連携プロジェクト
さいたま市の魅力ある文化芸術資源と連携して展開するプロジェクト。さい
たま市内の多彩な文化施設で行われる文化芸術事業や、開催エリア周辺の
商店街や企業等と連携し、さいたま文化の発信やまちの活性化を実現。

から『星空の時間』にて芸術祭コラボ
レーション企画を投映予定。プログラム
の前半に星空解説、後半のテーマ解説
部分にて、ゴッホが描いた『ローヌ川の
星月夜』を巡る星座の謎に迫る特別な
プログラムを実施。
※その他の開館日においてもスケジュールに
よって『星空の時間』の中で投映する場合あり。

彩の国さいたま芸術劇場
スケーパー企画における連携
10/7（土）～ 12/10（日）
主催｜公益財団法人埼玉県文化芸術振興財団
ディレクター目[mé]による企画「スケー
パー（SCAPER）」を、彩の国さいたま芸
術劇場ディレクターの近藤良平が演出。
近藤良平監修によるスケーパーが、芸術
祭会期中さいたま市内に展開される。
※スケーパーは、他にも複数のクリエイターが演
出し、連日多数のスケーパーが市内に現れる予定。

青少年宇宙科学館
「KAGAYA 講演会」
11/26（日）
主催｜青少年宇宙科学館
星空写真家、プラネタリウム映像クリ
エイターのKAGAYAによる講演会。

埼玉会館
「埼玉会館エスプラナード展 ２０２３」
10/7（土）〜 11/5（日）
フォーラム「まち・みち・たてものを
愛でる・いじる・生かす」× 第10回 前川
國男建築セミナー　10/9（月・祝）

主催｜さいたま国際芸術祭実行委員会
市民プロジェクト「創発 inさいたま」の
一環として、埼玉会館の屋内外を使っ
た展覧会「埼玉会館エスプラナード展 
２０２３」、旧浦和宿周辺の街並とその中
心にある埼玉会館についてフォーラムや
ガイドツアーを行う「埼玉会館と浦和の
街」を実施。

埼玉県立近代美術館
企画展「イン・ビトウィーン」

「アーティスト・プロジェクト#2.07」
10/14（土）〜2024/1/28（日）
主催｜埼玉県立近代美術館
企画展「イン・ビトウィーン」では、早瀬
龍江、林 芳史など、当館収蔵作家にゲス
トアーティストを加えた計4 名の作品を
紹介。日常や歴史、国境など、さまざま
な境界の間で思索と実践を続けるアー
ティストたちの軌跡をたどる。「アーティ
スト・プロジェクト#2.07」では、異なる
素材を重ね合わせ、多重の境界を持つ彫
刻作品を制作する永井天陽を紹介。

うらわ美術館
「さいたま市の美術家展２０２３」

11/8（水）～ 18（土）
主催｜さいたま市美術家協会
さいたま市ゆかりの美術家による展覧会。

大宮盆栽美術館
「さいたま市文化施設 味変企画〈市内文

化施設に現代アートのスパイスを〉」
10/6（金）～25（水）
主催｜さいたま国際芸術祭実行委員会
市民プロジェクト・キュレーター飯島浩
二が手掛けるプログラム。角 文平によ
る鉄塔盆栽シリーズと、市川 平による

『星の王子さま』に登場するバオバブの
木にインスピレーションを得て制作され
た巨大な光るオブジェを展示予定。

漫画会館
「さいたま市文化施設 味変企画〈市内文

化施設に現代アートのスパイスを〉」
10/7（土）～25（水）
主催｜さいたま国際芸術祭実行委員会
市民プロジェクト・キュレーター飯島浩
二が手掛けるプログラム。角 文平によ
る二宮金次郎像をオマージュした小学
生像「ニノミヤくん」と、市川 平による日
本近代漫画の祖・北沢楽天の作品を展
示する漫画会館に特殊照明を用いて、光
と影のコラボレーションを図る。

岩槻人形博物館
「さいたま市文化施設 味変企画〈市内文

化施設に現代アートのスパイスを〉」
10/7（土）～29（日）
主催｜さいたま国際芸術祭実行委員会
市民プロジェクト・キュレーター飯島浩
二が手掛けるプログラム。角 文平と市川 
平による、人形制作の過程で用いられる
型枠および型抜き作業から発想を得た、
特殊照明装置とベルトコンベアーを雛人
形とかけ合わせたアート作品を展示。

鉄道博物館
「さいたま市文化施設 味変企画〈市内文

化施設に現代アートのスパイスを〉」
10/11（水）～ 30（月）
主催｜さいたま国際芸術祭実行委員会
市民プロジェクト・キュレーター飯島浩
二が手掛けるプログラム。市川 平制作
の移動式光源装置（電車）と角 文平によ
る切り絵作品（アルミ板）が織りなす光と
影が会場壁面や柱に映し出さられ、さ
いたまの物語をめぐっていく“さいたま
アートライン”を展示。

宇宙劇場
「芸術になった星空 ゴッホ
『ローヌ川の星月夜』」
10/1（日）～ 12月末
主催｜さいたま市宇宙劇場
10/1（日）、11/5（日）、12/3（日）の 各16：30

文化施設連携事業

埼玉大学
「埼大・藝大協働プロジェクト『サイト

シーイング・バスカメラ』によるカメラ空
間体験バスツアー」
10/21（土）、22（日）
会場｜埼玉大学・プラザウエスト
主催｜さいたま国際芸術祭実行委員会
不思議なカメラ空間を体験できる観光
バスを運行。

さいたま市美術家協会
「さいたま市の美術家展２０２３」
11/8（水）～ 18（土）
主催｜さいたま市美術家協会
うらわ美術館にて、さいたま市ゆかりの
美術家による展覧会を開催。

さいたま市文化協会
「第16回文化フェスティバル」
展示｜11/17（金）～26（日）
　　　※11/22（水）を除く
発表｜12/3（日）
お茶席｜12/3（日）
RaiBoC Hall（市民会館おおみや）にて俳句、
陶芸、美術、いけばな、音楽、吟剣詩舞、
舞踊などの展示、発表。

ソニックシティ
「第140 回さいたま定期演奏会 

日本フィルハーモニー交響楽団」
11/18（土）
主催｜公益財団法人埼玉県産業文化センター
日本フィルハーモニー交響楽団による定
期演奏会。

東日本電信電話株式会社
10/7（土）～ 12/10（日）
メイン会場（旧市民会館おおみや）に大型
モニターを設置し、芸術祭をリアルタイムに
ドキュメンテーションするプログラムを実施。

株式会社埼玉りそな銀行
さいたま営業部

「うらわ美術館連携事業　
浦和絵描き展」
主催｜埼玉りそな銀行　さいたま営業部
協力｜うらわ美術館

まちなか活性化事業

9月～12月
図書館や学校などの教育委員会との共同
企画や各区役所で行われる「政令指定
都市移行・区制施行20周年事業」を連
携プロジェクトとして実施。

庁内連携事業

うらわ美術館の協力のもと、埼玉りそ
な銀行所蔵の浦和絵描きの絵画展を
実施。

株式会社武蔵野銀行 
M's SQUARE

「街をかざるエクストラ－ペットボトルの
見た夢は」
11/23（木・祝）～ 12/10（日）
主催｜武蔵野銀行・ さいたま国際芸術祭
実行委員会
市民プロジェクト「創発 inさいたま」街
をかざるエクストラの一環として、美術
家の金原京子が子供たちと共に創作活
動を実施。その中で制作された作品を
本 店2階 のM’s SQUAREにて展 示する
とともに、一般の方を対象としたワーク
ショップを併せて実施。

ＮＨＫさいたま放送局
「テレビのカケラでなにつくる？」

主催｜日本放送協会さいたま放送局
ＮＨＫの番組を彩る美術セットの廃材を
使って自分ならではのタカラモノを作る
ワークショップ。番組に関わる美術ス
タッフと一緒に世界にひとつのオリジナル
作品を作りＮＨＫさいたま放送局で展示。

浦和PARCO
「子どもの夢花

～龍に乗って天空へ飛ぶ～」
10/18（水）〜 11/5（日）
主催｜さいたま国際芸術祭実行委員会
市民プロジェクト「創発 inさいたま」街
をかざるエクストラの一環として、美術
家の早川聡子が子供たちと共に創作活
動を実施。その中で制作された作品を
浦和PARCO4階にて展示。

さいたま市内商店街
メイン会場周辺の商店街を中心とした
まちの文化的な魅力を発掘するガイド
マップを作成。

さいたま市文化振興事業団
７月～12月
主催｜さいたま市文化振興事業団
さいたま市文化センター等で行われる
自主事業を連携プロジェクトとして実施。



開催エリア

アーチ構造の屋根が特徴的な「さいたま新都心駅」

新旧さまざまな店が軒を連ねる「大宮駅」前

メイン会場（旧市民会館おおみや）は会期中変化し続ける

鑑賞者に委ねられた選択
メイン会場への2通りのルート

大宮駅

さいたま
新都心駅

氷
川
参
道

メイン会場
（旧市民会館おおみや）

「さいたま国際芸術祭２０２３」へのアクセスには、「さいたま
新都心駅」と「大宮駅」の2 つの選択肢がある。どちらの
駅もメイン会場である「旧市民会館おおみや」まではほぼ
同距離。2000（平成12）年に開業した「さいたま新都心駅」
を降り立ち、整備された近代建築を横目に歩いていくと、
趣のある氷川参道に出る。一方、1885（明治18）年に開業
した「大宮駅」を出ると「さいたま新都心駅」とは対象的
に、昭和の残り香を漂わせるビルに飲食店がひしめき合
い、ファストフードチェーン店の横に立ち飲み屋が並ぶ。ど
ちらの駅からアクセスするかで、来館者が受ける芸術祭の
印象も異なり、その選択肢は来館者自身に委ねられる。

メイン会場アクセス
旧市民会館おおみや

（さいたま市大宮区下町 3-47-8 /「さいたま新都心駅」「大宮駅」より徒歩約15分）
※メイン会場への入館にはチケットが必要です。
※メイン会場には駐車場はありません。ご来館の際は公共交通機関をご利用ください。



各プロジェクトの
想定会場

創発 inさいたま
展覧会プログラム

アーツさいたま・
きたまち実施会場

市民サポーター
事業実施会場

公募プログラム
実施会場

その他会場

さいたまアーツセンター
プロジェクト２０２３＊

（SACP2023＊）実施会場

メイン会場（旧市民会館おおみや）以外にも、さいたま市内にある主要文化施設、ギャラ
リーやアート空間など、地域と生活に根ざした文化的空間を活用し、市民プロジェクト
や連携プロジェクトを展開。市内で活動するアーティストに焦点を当てた展示を各所
で実施することで、さいたまの日常で育まれる文化活動と場所の魅力を発信する。

土呂駅

大宮駅

さいたま
新都心駅

北与野駅

与野駅

北大宮駅

大宮公園駅

与野本町駅

浦和駅

南浦和駅

北浦和駅

中浦和駅

南与野駅

武蔵浦和駅

岩槻駅

彩の国さいたま芸術劇場

中央区役所

大宮盆栽美術館

鉄道博物館

RaiBoC Hall（市民会館おおみや）/大宮門街

ギャラリー・エルポエタ
氷川の杜ひろば（大宮図書館）

プラザノース噴水広場
ノースギャラリー

ステラタウン大宮

M’s SQUARE
大宮ソニックシティ

氷川参道
ギャラリーさいたま市

宇宙劇場

大宮南銀商店会

師岡制作所

うらわ美術館 ONVO SALON URAWA
柳沢画廊

ギャラリー彩光舎

さいたま市文化センター

STAND COFFEE コトコト

埼玉県立近代美術館

ギャラリー健

埼玉大学

中尾第二自然緑地

さいたま市青少年宇宙科学館
マーブルテラス

二木屋

プラザウエスト
つきのみちくさ

恭慶館
株式会社埼玉りそな銀行
さいたま営業部

プラザイースト

秋ヶ瀬公園

岩槻人形博物館
市民会館いわつき

さいたま市立漫画会館

コンドウハウスKonキッチン

STUDIO･４５

氷
川
参
道

さいたま市盆栽四季の家

埼玉会館

space845

さいたま新都心駅

大宮駅

岩槻駅

浦和駅

南浦和駅

北浦和駅与野本町駅

中浦和駅
武蔵浦和駅

大宮エリア
浦和美園駅

さいたま市



旧市民会館おおみや

会場

2019 年、 新大宮区役所に完成した大宮図書館。1階エ
ントランス、氷川の杜ひろばから2 階図書館エントランス
へ、さらに 3 階図書館オープンスペースへと吹き抜けを
配置。スパイラル状のオープン空間が交流を促す憩い
の場を提供している。
●大宮区吉敷町 1-124-1

大宮のまちの個性をいかし、市民の主体的な文化芸術活動を支える
べく、2022 年にオープン。大ホール、小ホール、展示室、集会室、
スタジオなどを備え、コンサートや演劇、イベント会場として利用
されている。「RaiBoC（レイボック）」とは、大宮地域を象徴する文化

「Railway（鉄道）」「Bonsai（盆栽）」「Cartoon（漫画）」からの造語。
●大宮区大門町 2-118［大宮門街 4 〜 8 階］

世界初の公立の盆栽美術館。盆栽文化振興の核となる
施設として、世界に誇る盆栽の名品を展示し、国内外に
向けて盆栽文化を発信。盆栽に親しむ機会を提供する
とともに、盆栽を介して国際交流や愛好家との交流促進
も積極的に行っている。
●北区土呂町 2-24-3

メイン会場

RaiBoC Hall
（市民会館おおみや）

氷川の杜ひろば
（大宮図書館）

市
民
プ
ロ
ジェ
ク
ト
・

連
携
プ
ロ
ジェ
ク
ト
の

主
な
会
場

メイン会場「旧市民会館おおみや」は、1970（昭和45）年に完成
し、2022年3月の閉館に至るまで半世紀余り“市民のハレの舞台” 
を支え、多くの人々に親しまれた劇場。閉館以降閉ざされていた
その扉が芸術祭開催に伴い65日間ふたたび開かれる。目[mé]が
ディレクションを手掛けるメイン会場には、現代美術家、研究者、編
集者、演出家や盆栽師など、さまざまなアーティストが参加し、多様
な公演や展示作品を連日展開する。また、公演の準備やリハーサ
ルなどの様子も公開。展示作品の中には会期中に変化するもの
もある。”動き続ける会場”として、訪れる度にその表情を変える。
●大宮区下町 3-47-8

大宮区下町

北区土呂町

大宮区大門町

大宮区吉敷町

大宮盆栽美術館



漫画会館
北区盆栽町

鉄道博物館
大宮区大成町

うらわ美術館
浦和区仲町

岩槻人形博物館
岩槻区本町

埼玉県立近代美術館
浦和区常盤

さいたま市
文化センター

南区根岸

Photo｜松本和幸

“ 文教のまち”として長くその文化を育んできた浦和に
2000年誕生。「地域ゆかりの作家」と「本をめぐるアート」
の2 つの方針による作品収集・研究を主体とした個性的
かつ積極的な活動により、地域の文化創造の拠点になる
ことを目指す。
●浦和区仲町 2-5-1 浦和センチュリーシティ 3 階

1985（昭和60）年に開館し、さいたま市が発足以降は「さ
いたま市文化センター」の名称で市民に親しまれる。市
民の文化活動の拠点として、大ホール、小ホールでは音
楽・演劇・舞踏・古典芸能などの催し物、多目的ホール
や集会室は会議・集会に利用されている。
●南区根岸 1-7-1

JR 東日本創立 20 周年記念事業として、2007年に開館。
日本および世界の鉄道に関わる遺産・資料に加え、国
鉄改革やJR 東日本に関する資料を体系的に保存、展示。
屋内外には42両もの車両が展示され、鉄道文化の振興
と普及啓発を行う重要施設となっている。
●大宮区大成町 3-47

北浦和公園に1982（昭和 57）年開館。モネ、シャガール、
ピカソなどの海外の巨匠から日本の現代作家まで、優れ
た美術作品をコレクションし、展示。また、ユニークな
テーマを設けた企画展のほか、自由に座れるグッド・デ
ザインの椅子も数々紹介している。
●浦和区常盤 9-30-1

日本近代漫画の祖・北沢楽天の晩年の邸宅跡地に、漫
画文化を育むべく1966（昭和41）年に誕生した日本初の
漫画に関する公立美術館。現代マンガの企画展や、北
沢楽天の作品を展示している。「北沢楽天漫画大賞」も
開催。
●北区盆栽町 150

日本有数の人形産地であるさいたま市岩槻区に、日本初
の人形専門公立博物館として2020 年に開館。人形や人
形文化に関する資料の収集・保存、調査研究を行い、展
覧会や教育普及活動を通して、日本文化の中に息づく人
形の美と歴史を、国内外に広く発信している。
●岩槻区本町 6-1-1



メイン会場チケット

1DAYチケット
一般	 1,500円
さいたま市民	 1,000円

一般	 2,000円
さいたま市民	 1,500円

前　売 当　日

一般	 4,000円
さいたま市民	 2,500円

一般	 5,000円
さいたま市民	 3,500円

フリーパス

※「1DAYチケット」は入館日のみメイン会場を鑑賞可能（再入館可）
※「フリーパス」は会期中何度でもメイン会場を鑑賞可能
※ 会期中、メイン会場受付にて追加料金（一般 3,000 円／さいたま市民
　  2,000円）をお支払いいただくことで「1DAY チケット」から「フリーパ
　 ス」へアップグレードができます
※「1DAYチケット」「フリーパス」はメイン会場のみ入館可能。その他の
　 会場は別途入館料がかかる場合があります
※ 高校生以下、障害者手帳をお持ちの方及び付き添いの方（1名）は無料

メイン会場の展示、大ホールの公演を鑑賞するにはチケットが必要です。
1DAY チケットに加え、日々表情を変えるメイン会場に、会期中何度でも入館
できるお得な「フリーパス」（特典付き）も販売。

1	 公式 WEB サイト

	 前売チケット・当日チケットともに販売
	 販売期間｜2023 年7月12日（水）〜 12 月10日（日）
	 ※2023 年7月12日（水）〜 10月6日（金）は前売販売期間

	 https://artsaitama.jp/tickets
	 ※チケットの購入に関する詳細は公式 WEBサイトへ

2	 さいたま市内の文化施設およびコミュニティ施設

	 前売チケットのみ販売
	 販売期間｜2023 年7月12日（水）〜 10月6日（金）
	 ※チケット販売施設の詳細は公式 WEBサイトへ

3	 メイン会場（旧市民会館おおみや） 

	 当日チケットのみ販売
	 販売期間｜2023 年10月7日（土）〜 12 月10日（日）

購入方法

開館時間	 （日・火〜木）10:00 〜 18:00［最終入館は閉館 30 分前まで］ 
	 （金・土）10:00 〜20:00［最終入館は閉館 30 分前まで］
休 　館	 月曜［祝日の場合は開館、翌日休館］

	 ●大宮区下町 3-47-8

※ 前売販売期間｜2023年7月12日（水）～10月6日（金）
※ さいたま市民割チケットは、さいたま市内在住・在勤・在学の方がご
　 購入いただけます。窓口にてご購入の際は市内に在住・在勤・在学し
　 ていることが確認できるものをご提示ください
※ チケットの料金にはメイン会場大ホールで実施される演目の鑑賞料が
　 含まれています。ただし、演目により別途予約が必要な場合があります。
　 詳しくは公式 WEBサイトにてご確認ください
※ チケットの払戻し及び再発行はいたしません



実施体制

顧問

総会

以下の事項について審議し、決定する

⑴ 国際芸術祭に必要な方針及び計画に関すること。
⑵ 規約の制定及び改廃に関すること。
⑶ 事業計画及び事業報告に関すること。
⑷ 事業及び決算に関すること。
⑸ 有識者会議への諮問に関すること。
⑹ その他重要な事項に関すること。

【委員等構成】
会　長｜ さいたま市長
副会長｜ さいたま市議会議長、さいたま商工会議所会頭、
　　　     （公社）さいたま観光国際協会会長、副市長、教育長、
 （公財）さいたま市文化振興事業団理事長
委　員｜ 県・市内関係団体、金融機関関係者、
 通信・鉄道事業関係者、印刷事業関係者、
 マスコミ関係者、県交通関係団体、
 県・市文化施設等関係者、県関係部長、
 市関係局長など
監　事｜ 税理士、会計管理者

さいたま国際芸術祭実行委員会

顧　問｜埼玉県知事

【事務局】
事務局理事｜さいたま市スポーツ文化局長
事務局長｜さいたま市スポーツ文化局文化部長
事務局次長｜さいたま市文化政策室長
 　（公財）さいたま市文化振興事業団文化芸術都市推進部長

プロデューサー

ディレクター

【有識者会議】
議　長｜ 会長が指名する者
構成員｜ ①委員②その他会長が議事に必要と認める者

国際芸術祭の事業を統括

国際芸術祭の事業企画を監督、
企画・制作の実施、作家の選定 など

参与
委員会の業務に関する専門的な
観点からの助言

有識者会議

事務局
予算編成・執行、企画・運営、
広報・渉外などを実施
※さいたま市文化政策室及び
　さいたま市文化振興事業団で構成

事務局員

選任

選任

選任

次に掲げる事務をつかさどる

⑴ 総会又は会長の諮問に応じ、第４条に規定
　 する事項について調査審議すること。

2022年１月に実行委員会を設立して以降、事業運営や広
報活動に対する教示を受けながら、総会を定期的に開催
し、企画や事業費などについて審議・決定。
今後もオールさいたまで取り組むという趣旨のもと、埼玉
県、文化団体、経済団体、大学などの幅広い関係者の知見、
人材、人脈、資金等をフルに活用していく。

≪構成団体（2022 年3月30日実行委員会第 2回総会時点）≫
さいたま市、埼玉県、さいたま市議会、さいたま商工会議
所、公益社団法人さいたま観光国際協会、さいたま市教
育委員会、公益財団法人さいたま市文化振興事業団、埼
玉県立近代美術館、独立行政法人国際交流基金、公益財
団法人東日本鉄道文化財団鉄道博物館、大学コンソーシ
アムさいたま、さいたま市自治会連合会、さいたま市商店
会連合会、公益社団法人埼玉中央青年会議所、株式会社
埼玉りそな銀行、株式会社武蔵野銀行、日本郵便株式会

１－実行委員会組織図・委員会構成団体

芸術祭の事業実施にあたり、プロデューサー、ディレク
ターと事務局との連絡・調整を図る場としていくなど、事
業の円滑な実施に寄与していくため「有識者会議（さいた
ま・アート・フォーラム）」を必要に応じて開催。

２－有識者会議（さいたま・アート・フォーラム）

社さいたま市内郵便局、東日本電信電話株式会社埼玉事
業部、東日本旅客鉄道株式会社大宮支社、東武鉄道株式
会社、埼玉高速鉄道株式会社、凸版印刷株式会社、日本放
送協会さいたま放送局、株式会社テレビ埼玉、株式会社
埼玉新聞社、株式会社 FM NACK5、株式会社ジェイコム埼
玉・東日本、一般社団法人埼玉県バス協会、一般社団法
人埼玉県乗用自動車協会、さいたま市文化協会、公益財
団法人埼玉県芸術文化振興財団、公益財団法人埼玉県
産業文化センター、税理士法人レヴ・ナス



https://artsaitama.jp

お問い合わせ
さいたま国際芸術祭実行委員会事務局

（公益財団法人さいたま市文化振興事業団 国際芸術祭推進課内）

〒336-0024
さいたま市南区根岸1-7-1

TEL ｜ 048-767-5411（受付時間／火～土 9：00 ～ 17：00） 
FAX ｜ 048-767-5351






